第２学年　道徳学習指導案
１　主題名　きまりをまもろう　４－（１）規則の尊重、公徳心
２　資料名　くろぶたのしっぱい　（出典　あかるいこころ　２年）
３　主題設定の理由
　（１）ねらいとする価値について
　　　子供たちは、たくさんの物を与えられており、落とし物をしても気づかない、すぐに新しいものに買い替えるなど、物を粗末にする傾向がある。公共の場においても、空き缶やごみの投げ捨て、落書きも見られる。みんなの使うものを大切にすることは、自分のことだけでなく、それを使用する多くの人のことを思いやることである。約束やきまりも、人々が気持ちよく生活するためにつくられている。周りを思いやる気持ち、約束やきまりを守ること、いずれも子供たちに身につけてほしいものである。
（２）子供の実態について
　子供たちは、「ろうかを走ってはいけない」「スリッパをそろえる」などと、きまりを守らなければいけないものであることと認識している。しかし、走りまわっていたり、スリッパを脱いだままにしたりして、周りのことを考えずに、迷惑をかけてしまうことが多く見られる。その中でも、「走りまわっちゃだめだよ。」「スリッパをそろえてね。」と注意をし、「スリッパをそろえてきたよ。」「そうじの反省は全部◎だったよ。」ときまりを守ろうとしている子もいる。
　　ろうかを歩く、そうじ道具をそろえる、時間を守る……というように、身の周りには、きまりに関することが多くある。みんなが互いに気持ち良くものを使って、生活できるようにするために、周りのことを考え、みんなで使うものを大切にする心や、約束。きまりを守ることの重要性に気づかせたい。
（３）資料について
　主人公であるくろぶたは、人に気づかれなければきまりを守らなくてもよいだろうと思い、勝手にごみを捨てようとする。しかし、他の動物たちから、周囲の迷惑、社会生活上のきまりについての指摘を受け、自分一人くらいならいいと考えていたことを反省する話である。登場人物が動物であること、場面変化に富んでいることから、子供たちが自分の問題として、みんなが使うもの・場所を大切にし、人に迷惑をかけないように約束やきまりを守ることを考えるのにふさわしい資料である。
　　本時では、紙芝居やペープサート、おめんを使用し、子供たちがくろぶたや動物の心情にせまることができるようにする。また、くろぶたと他の動物のやり取りを二人組で話し合うことで、馬が迷惑していることに気づき、くろぶたが周りのことを考えて改心していく心の変化を考えられるようにする。そして、子供たちが日常生活においてもきまりが守ることができるように気持ちを高めたい。
４　本時のねらい
　みんなが使うものを大切にし、約束やきまりを守ろうとする意欲を高める。
５　本時の展開
	　
	学習活動・主な発問と予想される子供の反応
	指導上の留意点

	導入
	
○主人公であるくろぶたの性格を知る。
　・面倒くさがりや
　・自分勝手
	○絵やごみ袋を用意し、子供たちが興味をもつことができるようにする。

	展開
	
○紙芝居を聞きながら、動物たちに注意を受けた後のくろぶたの気持ちを考える。
家の前・さる
　・遠くて面倒くさい。
　・家の前に捨てては迷惑だね。
近くの川・こい
　・だれも見ていないからいいと思ったのにな。
　・さるにもこいにも言われてしまったからごみ箱に捨てよう。

まきば・うま
○ワークシートの吹き出しにくろぶたの気持ちを考えてせりふを書く。
○二人ペアになって、馬とくろぶたのせりふを言う。
　・ぼく一人くらいならいいじゃん
　・見てなかったから
　・ちゃんとすてないといけないね。
○話の終末を読む。
ごみ捨て場へ
○くろぶたの気持ちを発表する。
　・決められたところにちゃんと捨てよう。
　・自分のことしか考えてなかったな。

・トイレのスリッパをそろえたよ
・体育倉庫のものを元の場所へ戻したよ。
	○紙芝居を使い、子供たちが興味をもって話を聞けるようにする。
○相手のことを思いやる言葉が出てきたら、取上げ、周りの動物が迷惑していることを押さえる。
○ワークシートに書くことで、自信をもって自分の意見を言えるようにする。
○二人ペアで役割演技をすることで、すべての子が自分の考えをもち、発表できる場を作る。
○書けない子には、動物たちがなぜ注意したのか考えさせ、周りが迷惑していたことに気づかせる。
○前に出て役割演技することで、改心したくろぶたの気持ちを押さえる。
○気持ちよく生活できることにつながることを伝える。

	終末
	○教師の説話を聞く。
○ふりかえりをかく。
	○きまりを守って気持ちよかったときの話を伝える。


６　評価
　本資料をもとに気持ちをこめて演じさせ、くろぶたの気持ちや感想を話し合うことで、約束やきまりを守ろうとする気持ちを高めることができたか。
くろぶたはどんな子かな





動物たちに注意されたくろぶたの気持ちを考えよう





馬に「だめだ。」と注意されたときのくろぶたの気持ちをかんがえよう





今までに約束やきまりを守ったことを発表しよう








